
国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

　
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
と
愛
知
県
は
、
令
和
四
年

度
か
ら
木
曽
川
用
水
下
流
部
濃
尾
第
二
地
区
に
お
い
て
、

支
線
用
水
路
施
設
の
改
築
を
目
的
と
し
て
機
構
営
「
木
曽

川
用
水
濃
尾
第
二
施
設
改
築
事
業
」
及
び
県
営
「
地
盤
沈

下
対
策
事
業
木
曽
川
用
水
2
期
地
区
」
に
着
手
す
る
。
堰

や
幹
線
水
路
な
ど
の
基
幹
施
設
に
比
較
し
、
後
発
と
な
り

が
ち
な
支
線
用
水
路
の
改
築
整
備
の
実
施
に
よ
り
、
農
業

用
水
の
安
定
供
給
に
よ
る
農
業
生
産
性
の
維
持
へ
の
地
元

の
期
待
は
大
き
い
。
今
回
は
、
機
構
営
「
木
曽
川
用
水
濃

尾
第
二
施
設
改
築
事
業
」
の
概
要
と
併
せ
、
木
曽
川
用
水

事
業
の
経
過
と
地
域
の
状
況
、
期
待
の
声
な
ど
を
レ
ポ
ー

ト
す
る
。

1
　 

木
曽
川
総
合
用
水
事
業
の
経
緯

（
昭
和
三
十
九
年
度
〜
昭
和
五
十
七
年
度
）

　

木
曽
川
は
、
古
来
よ
り
濃
尾
平
野
の
農
業
用
水
と
し
て

利
用
さ
れ
、
近
年
で
は
発
電
、
都
市
用
水
と
、
中
部
経
済

圏
の
飛
躍
的
な
発
展
を
支
え
る
原
動
力
で
あ
る
が
、
地
域

の
発
展
と
と
も
に
、
農
業
用
水
の
安
定
的
取
水
や
都
市
用

水
の
需
要
の
急
増
な
ど
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
た
。
こ

の
た
め
、
関
係
機
関
、
関
係
利
水
者
の
協
力
の
も
と
、
木

曽
川
の
水
を
総
合
的
に
開
発
利
用
す
る
木
曽
川
水
系
の

「
水
資
源
開
発
基
本
計
画
」
が
昭
和
四
十
三
年
に
決
定
さ

れ
、
木
曽
川
総
合
用
水
事
業
が
着
手
さ
れ
た
。

　

木
曽
川
総
合
用
水
事
業
は
、
農
業
用
水
・
水
道
用
水
・

工
業
用
水
の
安
定
供
給
を
目
的
に
、
岩
屋
ダ
ム
事
業
と
木

曽
川
用
水
事
業
（
上
流
部
事
業
、
下
流
部
事
業
）
に
区
分

し
て
実
施
さ
れ
、
木
曽
川
用
水
事
業
は
水
資
源
開
発
公
団

（
当
時
）
が
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
に
国
営
事
業
を
承
継

し
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
に
事
業
を
完
了
さ
せ
た
。

　

木
曽
川
用
水
事
業
は
東
海
三
県
の
都
市
用
水
と
農
業
用

水
の
複
合
用
水
で
あ
る
が
、
農
業
用
水
と
し
て
は
岐
阜
県

美
濃
加
茂
市
を
中
心
と
し
た
地
域
に
供
給
す
る
上
流
部
事

業
（
木
曽
川
右
岸
施
設
）、
木
曽
川
大
堰
及
び
愛
知
県
海

部
地
区
、
三
重
県
木
曽
岬
地
区
、
長
島
地
区
へ
供
給
す
る

下
流
部
事
業
（
濃
尾
第

二
施
設 

※
犬
山
頭
首
工

か
ら
取
水
す
る
濃
尾
用
水
地

区
に
対
し
、
濃
尾
第
二
地
区

と
呼
ば
れ
て
い
る
）
の
三

つ
に
区
分
さ
れ
る
。

　

な
お
、
木
曽
川
用
水

施
設
の
管
理
は
機
構
が

直
轄
管
理
す
る
堰
・
幹

木
曽
川
用
水
施
設
の
現
状
と

濃
尾
第
二
施
設
改
築
事
業
レ
ポ
ー
ト

あ
お
み
建
設
株
式
会
社
名
古
屋
支
店

渡
邊
宏
之

流域全体位置図

木曽川大堰

幹線水路・併設排水路揚水機場（県営級）

将来展望国営事業地区の

線
水
路
・
ポ
ン
プ
場
等
の
基
幹
施
設
（
国
営
級
施
設
）
と
、

各
土
地
改
良
区
に
管
理
を
委
託
す
る
支
線
用
水
路
等
（
県

営
級
施
設
）
の
施
設
に
区
分
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
水
理
形
式
と
し
て
は
、
幹
線
水
路
は
開
水
路
形

式
、
支
線
用
水
路
は
圧
力
管
水
路
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

2
　
先
行
実
施
さ
れ
た
改
築
事
業

⑴
木
曽
川
用
水
緊
急
改
築
事
業
（
平
成
八
年
度
〜
平
成
十
三
年
度
）

　

尾
張
地
域
一
帯
は
、
木
曽
三
川
及
び
庄
内
川
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
沖
積
平
野
で
あ
り
、
我
が
国
最
大
の
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
中
心
で
、
高
潮
・
津
波
・
洪
水
・
内
水
氾
濫

の
潜
在
的
危
険
性
が
高
く
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
に
よ
る

影
響
を
非
常
に
受
け
や
す
い
地
質
構
造
上
の
特
性
を
持
っ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
一
部
通
水
開
始
（
上
流
部　

昭
和

五
十
一
年
よ
り
、
下
流
部　

昭
和
五
十
二
年
よ
り
）
か
ら

約
二
〇
年
を
経
過
し
た
木
曽
川
用
水
施
設
は
、
地
盤
沈
下

に
起
因
す
る
幹
線
水
路
の
通
水
断
面
の
不
足
、
老
朽
化
等

に
伴
う
管
水
路
や
排
水
路
の
漏
水
事
故
の
増
加
等
の
問
題

が
生
じ
、
更
に
木
曽
川
大
堰
を
始
め
と
し
た
ゲ
ー
ト
設
備
、

監
視
制
御
装
置
等
の
電
気
通
信
設
備
の
障
害
が
頻
発
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
施
設
が
持
つ
本
来
の
機
能
を
緊
急
的
に
回

復
す
る
必
要
が
あ
る
幹
線
水
路
施
設
、
機
能
劣
化
等
が
著

し
い
弥
富
揚
水
機
場
等
の
主
要
機
械
設
備
、
障
害
等
が
多

発
し
て
正
常
な
機
能
維
持
が
困
難
な
監
視
制
御
装
置
等
の

電
気
設
備
等
の
緊
急
改
築
事
業
を
実
施
し
た
。

⑵
木
曽
川
右
岸
施
設
緊
急
改
築
事
業
（
平
成
二
十
一
年
度
〜
平
成
二
十
六
年
度
）

　
木
曽
川
右
岸
緊
急
改
築
事
業
（
平
成
二
十
七
年
度
〜
令
和
二
年
度
）

　

上
流
部
の
木
曽
川
右
岸
施
設
の
幹
線
水
路
及
び
支
線

用
水
路
で
は
、
多
く
の
P
C
管
を
使
用
し
て
い
る
が
、
管

理
開
始
後
二
〇
年
以
上
を
経
過
す
る
中
で
、
漏
水
事
故
が

多
発
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
土
壌
や
地
下
水
の
影
響
に
よ

り
P
C
鋼
線
を
保
護
し
て
い
る
カ
バ
ー
モ
ル
タ
ル
が
浸

食
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
P
C
鋼
線
の
発
錆
・
破
断
が
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
漏
水
事
故
は
、
用

水
の
安
定
供
給
に
支
障
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
道
路
の
陥

没
な
ど
の
二
次
災
害
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
的

な
改
築
が
必
要
と
判
断
さ
れ
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
手
法
に
よ
り
施
設
機
能
保
全
計
画
を
策
定
し
、
平
成

二
十
一
年
度
か
ら
木
曽
川
右
岸
施
設
緊
急
改
築
事
業
を
、

ま
た
更
な
る
診
断
結
果
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
度
か
ら

木
曽
川
右
岸
緊
急
改
築
事
業
を
実
施
し
、
劣
化
の
著
し
い

既
設
P
C
管
を
鋼
管
・
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
へ
布
設
替
え

を
行
う
と
と
も
に
水
路
ト
ン
ネ
ル
背
面
の
空
洞
充
填
等

を
実
施
し
た
。

3
　
木
曽
川
用
水
濃
尾
第
二
施
設
改
築
事
業

　
　（
令
和
四
年
度
新
規
）

⑴
営
農
状
況

　

当
地
域
は
愛
知
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
愛
西
市
、
弥

富
市
、
海
部
郡
蟹
江
町
及
び
同
郡
飛
島
村
の
水
田
地
帯
に

お
い
て
、
水
稲
を
中
心
に
、
水
田
の
畑
利
用
に
よ
る
大
豆
、

小
麦
、
野
菜
等
を
組
み
合
わ
せ
た
農
業
経
営
が
展
開
さ
れ

て
お
り
、
愛
西
市
の
れ
ん
こ
ん
は
全
国
有
数
の
産
地
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
大
根
、
ト
マ
ト
、
な
す
、
に
ん

じ
ん
な
ど
産
地
指
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
、
大
都
市
近

郊
の
地
の
利
を
生
か
し
、
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
定
着
を
図

り
、
産
地
の
収
益
力
向
上
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

野
菜
産
地
指
定
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑵
支
線
用
水
路
の
状
況

　

支
線
用
水
路
は
、
通
水
開
始
か
ら
四
〇
年
以
上
が
経
過

し
、
地
盤
沈
下
や
経
年
劣
化
に
よ
り
、
通
水
能
力
の
低
下
、

揚
水
機
場
に
お
け
る
配
管
の
変
位
、
建
屋
の
劣
化
、
ポ
ン

プ
・
受
変
電
設
備
の
突
発
的
な
故
障
、
吸
水
槽
の
側
壁
・

余
水
吐
の
余
裕
高
不
足
等
、
施
設
の
機
能
低
下
が
顕
在
化

し
て
い
た
。

　

こ
の
た
め
、
特
に
著
し
い
機
能
低
下
が
み
ら
れ
た
一
部

ポ
ン
プ
施
設
に
つ
い
て
は
、

木
曽
川
用
水
の
管
理
事
業

に
お
い
て
、
施
設
保
全
対

策
に
よ
り
制
御
施
設
の
更

新
を
実
施
し
て
き
た
が
、

対
応
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

大　　根（春） 愛西市

トマト（冬春）
愛西市
弥富市
飛島村

な　す（冬春） 弥富市

にんじん（冬） 愛西市

 農林水産省ホームページより

蓮田（愛西市）劣化したポンプ設備

支線用水路の漏水
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ル
地
帯
の
中
心
で
、
高
潮
・
津
波
・
洪
水
・
内
水
氾
濫

の
潜
在
的
危
険
性
が
高
く
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
に
よ
る

影
響
を
非
常
に
受
け
や
す
い
地
質
構
造
上
の
特
性
を
持
っ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
一
部
通
水
開
始
（
上
流
部　

昭
和

五
十
一
年
よ
り
、
下
流
部　

昭
和
五
十
二
年
よ
り
）
か
ら

約
二
〇
年
を
経
過
し
た
木
曽
川
用
水
施
設
は
、
地
盤
沈
下

に
起
因
す
る
幹
線
水
路
の
通
水
断
面
の
不
足
、
老
朽
化
等

に
伴
う
管
水
路
や
排
水
路
の
漏
水
事
故
の
増
加
等
の
問
題

が
生
じ
、
更
に
木
曽
川
大
堰
を
始
め
と
し
た
ゲ
ー
ト
設
備
、

監
視
制
御
装
置
等
の
電
気
通
信
設
備
の
障
害
が
頻
発
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
施
設
が
持
つ
本
来
の
機
能
を
緊
急
的
に
回

復
す
る
必
要
が
あ
る
幹
線
水
路
施
設
、
機
能
劣
化
等
が
著

し
い
弥
富
揚
水
機
場
等
の
主
要
機
械
設
備
、
障
害
等
が
多

発
し
て
正
常
な
機
能
維
持
が
困
難
な
監
視
制
御
装
置
等
の

電
気
設
備
等
の
緊
急
改
築
事
業
を
実
施
し
た
。

⑵
木
曽
川
右
岸
施
設
緊
急
改
築
事
業
（
平
成
二
十
一
年
度
〜
平
成
二
十
六
年
度
）

　
木
曽
川
右
岸
緊
急
改
築
事
業
（
平
成
二
十
七
年
度
〜
令
和
二
年
度
）

　

上
流
部
の
木
曽
川
右
岸
施
設
の
幹
線
水
路
及
び
支
線

用
水
路
で
は
、
多
く
の
P
C
管
を
使
用
し
て
い
る
が
、
管

理
開
始
後
二
〇
年
以
上
を
経
過
す
る
中
で
、
漏
水
事
故
が

多
発
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
土
壌
や
地
下
水
の
影
響
に
よ

り
P
C
鋼
線
を
保
護
し
て
い
る
カ
バ
ー
モ
ル
タ
ル
が
浸

食
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
P
C
鋼
線
の
発
錆
・
破
断
が
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
漏
水
事
故
は
、
用

水
の
安
定
供
給
に
支
障
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
道
路
の
陥

没
な
ど
の
二
次
災
害
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
的

な
改
築
が
必
要
と
判
断
さ
れ
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
手
法
に
よ
り
施
設
機
能
保
全
計
画
を
策
定
し
、
平
成

二
十
一
年
度
か
ら
木
曽
川
右
岸
施
設
緊
急
改
築
事
業
を
、

ま
た
更
な
る
診
断
結
果
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
度
か
ら

木
曽
川
右
岸
緊
急
改
築
事
業
を
実
施
し
、
劣
化
の
著
し
い

既
設
P
C
管
を
鋼
管
・
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
へ
布
設
替
え

を
行
う
と
と
も
に
水
路
ト
ン
ネ
ル
背
面
の
空
洞
充
填
等

を
実
施
し
た
。

3
　
木
曽
川
用
水
濃
尾
第
二
施
設
改
築
事
業

　
　（
令
和
四
年
度
新
規
）

⑴
営
農
状
況

　

当
地
域
は
愛
知
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
愛
西
市
、
弥

富
市
、
海
部
郡
蟹
江
町
及
び
同
郡
飛
島
村
の
水
田
地
帯
に

お
い
て
、
水
稲
を
中
心
に
、
水
田
の
畑
利
用
に
よ
る
大
豆
、

小
麦
、
野
菜
等
を
組
み
合
わ
せ
た
農
業
経
営
が
展
開
さ
れ

て
お
り
、
愛
西
市
の
れ
ん
こ
ん
は
全
国
有
数
の
産
地
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
大
根
、
ト
マ
ト
、
な
す
、
に
ん

じ
ん
な
ど
産
地
指
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
、
大
都
市
近

郊
の
地
の
利
を
生
か
し
、
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
定
着
を
図

り
、
産
地
の
収
益
力
向
上
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

野
菜
産
地
指
定
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑵
支
線
用
水
路
の
状
況

　

支
線
用
水
路
は
、
通
水
開
始
か
ら
四
〇
年
以
上
が
経
過

し
、
地
盤
沈
下
や
経
年
劣
化
に
よ
り
、
通
水
能
力
の
低
下
、

揚
水
機
場
に
お
け
る
配
管
の
変
位
、
建
屋
の
劣
化
、
ポ
ン

プ
・
受
変
電
設
備
の
突
発
的
な
故
障
、
吸
水
槽
の
側
壁
・

余
水
吐
の
余
裕
高
不
足
等
、
施
設
の
機
能
低
下
が
顕
在
化

し
て
い
た
。

　

こ
の
た
め
、
特
に
著
し
い
機
能
低
下
が
み
ら
れ
た
一
部

ポ
ン
プ
施
設
に
つ
い
て
は
、

木
曽
川
用
水
の
管
理
事
業

に
お
い
て
、
施
設
保
全
対

策
に
よ
り
制
御
施
設
の
更

新
を
実
施
し
て
き
た
が
、

対
応
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

大　　根（春） 愛西市

トマト（冬春）
愛西市
弥富市
飛島村

な　す（冬春） 弥富市

にんじん（冬） 愛西市

 農林水産省ホームページより

蓮田（愛西市）劣化したポンプ設備

支線用水路の漏水
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⑶ 

木
曽
川
用
水
濃
尾
第
二
施
設
改

築
事
業
の
着
工

　

右
記
の
よ
う
な
施
設
状
況
の
中
、

令
和
三
年
度
に
、
機
構
営
事
業
に
お

い
て
、
地
盤
沈
下
対
策
施
設
の
更
新

を
県
営
級
施
設
単
独
で
も
実
施
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
農
地

防
災
事
業
制
度
が
拡
充
さ
れ
た
。

　

こ
の
制
度
拡
充
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
地
盤
沈
下
等
に
よ
る
支
線
用
水

路
施
設
機
能
の
低
下
に
苦
し
ん
で

き
た
こ
の
地
域
で
は
、
改
築
事
業
化

推
進
の
機
運
に
拍
車
が
か
か
り
、
機

構
は
令
和
四
年
度
新
規
着
工
地
区

と
し
て
予
算
要
求
を
行
い
、
令
和
三

年
末
に
は
概
算
決
定
を
受
け
、
異
例

の
速
さ
で
機
構
法
の
手
続
き
が
進

め
ら
れ
、
令
和
四
年
四
月
十
四
日
に

は
事
業
認
可
さ
れ
、
着
工
に
至
っ
た
。

4
　
終
わ
り
に
　

　

こ
れ
ま
で
、
木
曽
川
用
水
施
設
は
、
地
域
の
特
性
や
施

設
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
こ
れ
に
対
応
し
た
改
築
事

業
が
実
施
さ
れ
、
通
水
の
安
定
が
図
ら
れ
て
き
た
。

　

今
回
、
木
曽
川
用
水
濃
尾
第
二
施
設
改
築
事
業
を
取
材

し
、
地
盤
沈
下
や
老
朽
化
に
よ
る
施
設
機
能
の
低
下
に
苦

し
ん
で
き
た
地
元
の
本
事
業
へ
の
期
待
と
、
通
水
を
確
保

し
つ
つ
施
設
改
築
を
行
い
、
次
期
の
か
ん
が
い
期
の
通
水

に
遅
れ
る
こ
と
な
く
工
事
を
完
了
さ
せ
る
重
要
性
な
ど
、

改
築
事
業
特
有
の
難
し
さ
も
改
め
て
感
じ
た
。

　

建
設
企
業
と
し
て
も
、
補
修
・
改
築
技
術
の
向
上
や
現

場
条
件
等
に
適
合
し
た
円
滑
な
施
工
、
そ
し
て
厳
密
な
工

程
管
理
に
よ
る
通
水
遅
延
の
防
止
な
ど
を
通
じ
、
本
事
業

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
次
第
で
あ
る
。

【
取
材
協
力
及
び
資
料
提
供
】

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
中
部
支
社

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
中
部
支
社　

木
曽
川
用
水
総
合
管
理
所　

海
部
土
地
改
良
区

【事業概要】
関係市町村 愛知県愛西市、弥富市、蟹江町、飛島村

事 業 工 期 令和 4年度～令和18年度

総 事 業 費
約350億円　　支線用水路改築　約257億円
　　　　　　 揚水機場改築　　 約93億円

工 事 概 要

①支線用水路改築（県営級）　17支線　約64km
　　●対象管種　石綿管、ヒューム管、塩ビ管、FRPM管　等
　　●口　　径　φ250mm～φ1,200mm
　　●施工方法　 口径・内外圧等を勘案し、パイプの布設替えを行う。施工は開削によ

り行うが、当地域は緩い砂層で地下水位も高いことから、簡易土留と
ウェルポイント工法を併用する計画とのことである。

②揚水機場改築（県営級）　22機場
　　●電気設備……受変電設備等の更新　●機械設備……ポンプの更新
　　●吸 水 槽……吸水槽の補修　●附帯施設……ポンプ配管・フェンス等の補修
③施工上の制約
　 本事業は、管理運用中の施設を改築するものであり、施工に当たっては管理者と連携
を図りつつ、非かんがい期に仮回し配管により冬期間の用水を確保した上で工事を進め、
次期かんがい期までに工事を完成させ、営農に支障を与えないことが必須である。

早期の改修を待ち望む地元の声
　
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
営「
木
曽
川
用
水
濃
尾
第
二
施
設
改
築

事
業
」及
び
愛
知
県
営「
地
盤
沈
下
対
策
事
業
　
木
曽
川
用
水
2
期
地

区
」の
起
工
式
典
の
挙
行
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
古
く
か
ら
の
濃
尾
平
野
は「
降
れ
ば
洪
水
、
照
れ
ば
干
ば
つ
」と
言
わ

れ
る
ほ
ど
、人
と
水
の
闘
い
の
場
で
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、高
度
経
済

成
長
期
に
は
地
下
水
の
汲
み
上
げ
に
よ
り
地
盤
沈
下
が
進
行
し
、
全
国

最
大
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
と
な
る
な
か
、
当
時
の
人
々
の
悲
願
は
農

業
用
水
の
安
定
的
な
取
水
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
実
現
に
向
け
、昭
和
四
十
四
年
、一
九
六
九
年
に
当
時
の
農
林
省

が
木
曽
川
用
水
事
業
に
着
手
し
、
そ
の
後
水
資
源
開
発
公
団（
当
時
）が

事
業
を
承
継
し
、一
九
七
一
年
十
月
に
、ま
さ
に
こ
の
場
所
で
起
工
式
典

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
濃
尾
平
野
の
新
し
い
幕
開
け
を
一
同
で
歓
喜
い

た
し
ま
し
た
。

　
木
曽
川
用
水
は
一
九
七
七
年
の
通
水
以
来
、
農
業
用
水
の
み
な
ら
ず

地
域
の
基
幹
用
水
と
し
て
、一
日
も
休
む
こ
と
な
く
水
を
送
り
続
け
、生

活
環
境
の
向
上
や
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
な
ど
、
計
り
知
れ
な
い
恩

恵
を
地
域
に
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、通
水
か
ら
四
〇
年
以
上
経
っ
た
現
在
、地
盤
沈
下
に
加
え
老

朽
化
の
進
行
が
著
し
く
な
り
、水
路
か
ら
の
漏
水
や
、揚
水
機
場
の
機
械

類
が
故
障
す
る
な
ど
、
農
業
用
水
の
安
定
的
な
供
給
に
支
障
を
来
た
し
、

地
域
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、関
係
機
関
の
ご
支
援
の
も
と
、水
資
源
機
構
営
と
県
営

の
二
つ
の
事
業
に
よ
り
、
支
線
水
路
と
揚
水
機
場
の
改
修
が
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
四
年
を
迎
え
た
今
、
こ
う
し
て
ま
た

建
設
時
と
同
じ
く
こ
の
場
所
で
、
起
工
式
を
開
催
で
き
る
こ
と
は
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、先
人
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、後
世
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
、
無
事
に
完
了
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ

う
、皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、こ

の
豊
か
な
水
の
恵
み
が
未
来
永
劫
続
く
こ
と
を
切
に
願
い
、
私
の
挨
拶

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〜
中
野
理
事
長
　
起
工
式
式
辞

　
令
和
四
年
五
月
二
十
二
日
　
於
　
津
島
文
化
会
館
〜

中野治美 氏
海部土地改良区

理事長

将来展望国営事業地区の

事業概要図
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⑶ 

木
曽
川
用
水
濃
尾
第
二
施
設
改

築
事
業
の
着
工

　

右
記
の
よ
う
な
施
設
状
況
の
中
、

令
和
三
年
度
に
、
機
構
営
事
業
に
お

い
て
、
地
盤
沈
下
対
策
施
設
の
更
新

を
県
営
級
施
設
単
独
で
も
実
施
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
農
地

防
災
事
業
制
度
が
拡
充
さ
れ
た
。

　

こ
の
制
度
拡
充
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
地
盤
沈
下
等
に
よ
る
支
線
用
水

路
施
設
機
能
の
低
下
に
苦
し
ん
で

き
た
こ
の
地
域
で
は
、
改
築
事
業
化

推
進
の
機
運
に
拍
車
が
か
か
り
、
機

構
は
令
和
四
年
度
新
規
着
工
地
区

と
し
て
予
算
要
求
を
行
い
、
令
和
三

年
末
に
は
概
算
決
定
を
受
け
、
異
例

の
速
さ
で
機
構
法
の
手
続
き
が
進

め
ら
れ
、
令
和
四
年
四
月
十
四
日
に

は
事
業
認
可
さ
れ
、
着
工
に
至
っ
た
。

4
　
終
わ
り
に
　

　

こ
れ
ま
で
、
木
曽
川
用
水
施
設
は
、
地
域
の
特
性
や
施

設
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
こ
れ
に
対
応
し
た
改
築
事

業
が
実
施
さ
れ
、
通
水
の
安
定
が
図
ら
れ
て
き
た
。

　

今
回
、
木
曽
川
用
水
濃
尾
第
二
施
設
改
築
事
業
を
取
材

し
、
地
盤
沈
下
や
老
朽
化
に
よ
る
施
設
機
能
の
低
下
に
苦

し
ん
で
き
た
地
元
の
本
事
業
へ
の
期
待
と
、
通
水
を
確
保

し
つ
つ
施
設
改
築
を
行
い
、
次
期
の
か
ん
が
い
期
の
通
水

に
遅
れ
る
こ
と
な
く
工
事
を
完
了
さ
せ
る
重
要
性
な
ど
、

改
築
事
業
特
有
の
難
し
さ
も
改
め
て
感
じ
た
。

　

建
設
企
業
と
し
て
も
、
補
修
・
改
築
技
術
の
向
上
や
現

場
条
件
等
に
適
合
し
た
円
滑
な
施
工
、
そ
し
て
厳
密
な
工

程
管
理
に
よ
る
通
水
遅
延
の
防
止
な
ど
を
通
じ
、
本
事
業

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
次
第
で
あ
る
。

【
取
材
協
力
及
び
資
料
提
供
】

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
中
部
支
社

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
中
部
支
社　

木
曽
川
用
水
総
合
管
理
所　

海
部
土
地
改
良
区

【事業概要】
関係市町村 愛知県愛西市、弥富市、蟹江町、飛島村

事 業 工 期 令和 4年度～令和18年度

総 事 業 費
約350億円　　支線用水路改築　約257億円
　　　　　　 揚水機場改築　　 約93億円

工 事 概 要

①支線用水路改築（県営級）　17支線　約64km
　　●対象管種　石綿管、ヒューム管、塩ビ管、FRPM管　等
　　●口　　径　φ250mm～φ1,200mm
　　●施工方法　 口径・内外圧等を勘案し、パイプの布設替えを行う。施工は開削によ

り行うが、当地域は緩い砂層で地下水位も高いことから、簡易土留と
ウェルポイント工法を併用する計画とのことである。

②揚水機場改築（県営級）　22機場
　　●電気設備……受変電設備等の更新　●機械設備……ポンプの更新
　　●吸 水 槽……吸水槽の補修　●附帯施設……ポンプ配管・フェンス等の補修
③施工上の制約
　 本事業は、管理運用中の施設を改築するものであり、施工に当たっては管理者と連携
を図りつつ、非かんがい期に仮回し配管により冬期間の用水を確保した上で工事を進め、
次期かんがい期までに工事を完成させ、営農に支障を与えないことが必須である。

早期の改修を待ち望む地元の声
　
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
営「
木
曽
川
用
水
濃
尾
第
二
施
設
改
築

事
業
」及
び
愛
知
県
営「
地
盤
沈
下
対
策
事
業
　
木
曽
川
用
水
2
期
地

区
」の
起
工
式
典
の
挙
行
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
古
く
か
ら
の
濃
尾
平
野
は「
降
れ
ば
洪
水
、
照
れ
ば
干
ば
つ
」と
言
わ

れ
る
ほ
ど
、人
と
水
の
闘
い
の
場
で
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、高
度
経
済

成
長
期
に
は
地
下
水
の
汲
み
上
げ
に
よ
り
地
盤
沈
下
が
進
行
し
、
全
国

最
大
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
と
な
る
な
か
、
当
時
の
人
々
の
悲
願
は
農

業
用
水
の
安
定
的
な
取
水
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
実
現
に
向
け
、昭
和
四
十
四
年
、一
九
六
九
年
に
当
時
の
農
林
省

が
木
曽
川
用
水
事
業
に
着
手
し
、
そ
の
後
水
資
源
開
発
公
団（
当
時
）が

事
業
を
承
継
し
、一
九
七
一
年
十
月
に
、ま
さ
に
こ
の
場
所
で
起
工
式
典

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
濃
尾
平
野
の
新
し
い
幕
開
け
を
一
同
で
歓
喜
い

た
し
ま
し
た
。

　
木
曽
川
用
水
は
一
九
七
七
年
の
通
水
以
来
、
農
業
用
水
の
み
な
ら
ず

地
域
の
基
幹
用
水
と
し
て
、一
日
も
休
む
こ
と
な
く
水
を
送
り
続
け
、生

活
環
境
の
向
上
や
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
な
ど
、
計
り
知
れ
な
い
恩

恵
を
地
域
に
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、通
水
か
ら
四
〇
年
以
上
経
っ
た
現
在
、地
盤
沈
下
に
加
え
老

朽
化
の
進
行
が
著
し
く
な
り
、水
路
か
ら
の
漏
水
や
、揚
水
機
場
の
機
械

類
が
故
障
す
る
な
ど
、
農
業
用
水
の
安
定
的
な
供
給
に
支
障
を
来
た
し
、

地
域
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、関
係
機
関
の
ご
支
援
の
も
と
、水
資
源
機
構
営
と
県
営

の
二
つ
の
事
業
に
よ
り
、
支
線
水
路
と
揚
水
機
場
の
改
修
が
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
四
年
を
迎
え
た
今
、
こ
う
し
て
ま
た

建
設
時
と
同
じ
く
こ
の
場
所
で
、
起
工
式
を
開
催
で
き
る
こ
と
は
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、先
人
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、後
世
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
、
無
事
に
完
了
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ

う
、皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、こ

の
豊
か
な
水
の
恵
み
が
未
来
永
劫
続
く
こ
と
を
切
に
願
い
、
私
の
挨
拶

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〜
中
野
理
事
長
　
起
工
式
式
辞

　
令
和
四
年
五
月
二
十
二
日
　
於
　
津
島
文
化
会
館
〜

中野治美 氏
海部土地改良区

理事長

将来展望国営事業地区の

事業概要図
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